
基本方針  
３ “子育て・健康・福祉”のまち
01　子ども・子育て支援環境の充実
02　地域福祉の充実
03　高齢者の自立支援の推進
04　障がい者の自立支援の推進
05　健康づくりの推進

元気な高齢者
(グラウンドゴルフ）

赤ちゃんとママ

きょうされん
ふれあいフェスタ
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○子どもはこれからの社会を担う大切な存在です。核家族化が進み、少子化が進行する中
で、安心して子どもを生み育てるための環境整備が求められています。
○社会全体で、子どもの育ちと子育てを支援していくための仕組みを構築し、「質の高い教
育・保育の総合的な提供」、「保育の量的拡大・確保」、「地域の子ども・子育て支援の充
実」を図っていく必要があります。
○児童福祉施策として、放課後健全育成事業など、働く親の子育て支援が求められていま
す。また近年、児童虐待が大きな問題となっていますが、虐待を受けている児童の早期発
見と適切な保護を行うとともに、予防対策の啓発活動や、相談・援助が必要な家庭への
支援を充実させていく必要があります。
○保育園等の児童福祉施設は、厳しい社会状況の中で、利用者のニーズにより様々なサー
ビスが求められています。また、子育て支援の見地から、保育園を地域全体の子育て拠点
として位置づけ、地域活動を積極的に推進していくため、保育サービスの充実や適正配置
等を総合的に推進していく必要があります。
○家庭は、人格形成の場として子どもたちに極めて大きな影響を与えるものですが、近年、
ひとり親家庭が増加する傾向にあります。そのような家庭に対して、経済的・社会的・精
神的に安定した生活を送ることができるよう支援を充実する必要があります。

○安心して子どもを生み育てることができるよう、子育て支援事業を展開します。
○こども医療費や任意予防接種費用への助成を拡充し、子育て環境の充実を図ります。
○小学校就学後も保護者が安心して働けるよう、放課後児童健全育成事業を推進します。
○子どもの家庭環境の安定を図るため、児童虐待などの予防対策の啓発や支援を行います。
○保育園の保育サービスの充実や適正配置等を推進し、地域の子育てを支援する拠点とし
ての機能を強化します。
○ひとり親家庭の生活安定を図るため、医療費の助成をはじめ各種の支援を行います。

子ども・
　子育て支援環境の充実

（１） 子育て支援施策の充実

（２） 児童福祉施策の充実

（３） 保育サービスの充実

（４） ひとり親家庭支援の充実

01子ども・子育て支援環境の充実3　 “子育て・健康・福祉”のまち
基本方針  
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（１） 子育て支援施策の充実
■ 目標実現に向けて

○子育て支援施策の充実に努め、安心して子どもを生み育てることができる環境づくりを推
進します。
○子育て世帯の経済的負担の軽減による子育て環境を向上させるため、こども医療や妊産
婦医療費助成の充実を図ります。
○感染症予防のため、乳幼児は定期予防接種に加え、多くの任意予防接種を受ける必要が
ありますので、任意予防接種についても、費用助成の充実を図ります。
○子育て支援センターにおいて、子育てヘルパー派遣事業の拡充と、ファミリーサポートセ
ンター事業等の推進を図ります。
○保護者の経済的支援対策として、第3子以降3歳未満児の保育料の無料化を小学校就学
前まで拡充して実施します。
○子育て世帯を対象に、保育園情報や健診日程情報等、情報発信事業の拡充を図っていき
ます。
○事業者等への啓発活動を進め、育児休業等の取得を促進し、子育て環境の整備を推進し
ます。

（２） 児童福祉施策の充実
○子育てをしながら働く人々を支援するため、小学校就学児を対象にした放課後児童クラ
ブを全小学校区に整備し、安心して利用できる体制づくりに努めます。
○児童虐待を含む要保護児童対策については、子育て支援センターを中核とし、関係機関
との連携を強化し、迅速な対応を行います。

（３） 保育サービスの充実
○多様化する保育ニーズに対応し、乳児保育、土曜日１日保育、延長保育、病後児保育等の
保育サービスの充実を図ります。  
○保育園適正配置については、住民の合意形成を図りながら適正配置を推進するととも
に、良好な環境のもとで保育できるよう、民間活力の導入も含め、保育施設の整備充実
を図ります。

（４） ひとり親家庭支援の充実
○ひとり親家庭医療費の助成の充実を図ります。
○関係団体や組織の育成強化を図ります。
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〈施策に関連する成果指標〉

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・保育園適正化事業　【継続】
・放課後児童クラブ運営事業　【継続】
・子育て支援センター事業　【継続】

■ 数値目標

待機児童数
放課後児童クラブ
保育園における特別保育事業等
　・乳児保育
　・延長保育
　・障がい児保育
　・土曜日１日保育
　・一時保育
　・病後児保育
子育て支援センターにおける事業
　・子育てヘルパー派遣事業
　・ファミリーサポートセンター事業

成果指標名 基準値／H26年度 目標値／H32年度単位

人
箇所

箇所
箇所
箇所
箇所
箇所
箇所

回
件

0
7

3
4
8
4
0
0

0
0

0
9

4
6
6
6
2
1

130
30
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○現在の日本は、急速な少子・高齢社会を迎えており、核家族化の進行、個人の価値観の
多様化などにより、本町においても地域の相互扶助機能が弱体化する傾向にあり、社会
環境も変化しています。
○福祉制度は、従来の施設を中心とした措置型福祉から、利用者本位の福祉へと転換が図
られているとともに、地域においても障がいの有無や年齢にかかわらず、その人らしい充
実した生活が送れるよう、自立を支援する福祉へと移行しています。
○社会構造の変化などによる生活保護受給者や生活困窮に至るリスクの高い層の増加を
踏まえ、生活保護に至る前の生活困窮者への支援が求められています。
○地域福祉を推進する上で、複雑多様化した課題を抱えて生活している人たちが安心して
暮らしていくためには、地域福祉活動への地域住民の参加が重要な要素となっていま
す。
○「ゆめプラザ・那須」を福祉と保健の活動拠点施設とし、福祉サービスを総合的に提供で
きる体制を構築する必要があります。
○災害の多い日本において、近年はボランティア意識が高まっています。地域に密着したボ
ランティア活動が行えるようボランティア育成を支援する必要があります。
○災害等の緊急時にボランティアをマネジメントするコーディネーターを育成する必要があ
ります。

○地域福祉計画推進のため、地域住民を地域福祉推進の担い手として位置づけ、主体的、
積極的な参加を促すとともに、地域における相互扶助意識の醸成を図ります。
○町社会福祉協議会の組織強化と、活動の充実を図ります。
○「ゆめプラザ・那須」のボランティアセンターを拠点に、コーディネーターの主導によるボ
ランティアの育成を図り、地域福祉活動を推進します。

地域福祉の充実 （１） 地域福祉計画の推進

（２） 福祉団体の育成

（３） ボランティアの育成

02地域福祉の充実3　 “子育て・健康・福祉”のまち
基本方針  
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■ 目標実現に向けて

○住民・各種団体・行政が協働して支えあう地域社会づくりを目指し、地域福祉計画を策定します。
○地域福祉を推進するためには、住民の地域福祉活動への参加が不可欠であり、地域の
ニーズに即した福祉活動への参加を支援します。
○安心見守りネットワーク等の拡大を推進し、地域福祉の向上を図ります。

（２） 福祉団体の育成
○福祉活動を行う各種団体間の連絡調整に努め、活動の指導、支援を行います。
○地域住民や各種団体、民生委員、児童委員などにより構成された町社会福祉協議会や
地区社会福祉協議会の育成と組織の強化を図ります。
○福祉サービスや生活相談を必要とする人々を支える民生委員児童委員協議会・保護司会
の活動を支援します。

（３） ボランティアの育成
○「ゆめプラザ・那須」内のボランティアセンターによるボランティア講座やボランティア体
験プログラムを通じて、地域ボランティアの育成に努めます。

○「ゆめプラザ・那須」内のボランティアセンターを拠点とし、コーディネーターの育成や、県・他
市町との連携、多方面で活動を実践しているボランティアとのネットワーク構築に努めます。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

（１） 地域福祉計画の推進

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・地域生活支援体制の強化　【継続】

主　体 取り組み内容

行　政

町　民
事業者

・ボランティア団体及び、個人の活動を支援する。
・民生・児童委員、警察、消防等の関係機関との連携に努める。
・生活支援の担い手として、自主的な地域貢献や社会活動へ参加する。
・ボランティア活動への参加を図る。
・事業者や地区社協の活動等による、日常的な高齢者の見守り体
制の構築を図る。

ボランティア育成数
ボランティアコーディネーター育成数
見守りネットワーク協定事業者数
生活困窮者自立支援件数

成果指標名 基準値／H26年度 目標値／H32年度単位
人
人
件
件

441
1

　　　39
40

500
2

　　　50
50
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○近年の少子・高齢化社会の進展により、高齢化率が高くなり、本町においても独居世帯
や、高齢者のみの世帯が増加しています。
○このような時代背景にあって、老人クラブへの加入者数は伸び悩んでおり、地域ごとに創
意工夫した健康と生きがいづくりや、社会参加の推進を図る必要があります。

○できるだけ高齢者が要介護（要支援）状態にならないように、介護予防に努める必要があ
ります。
○高齢者の増加とともに、要介護認定者も増加傾向にあることから、介護施設等の不足が
生じるものと想定されます。
○居宅サービスや、施設サービスを利用する高齢者が増加している中、介護保険制度の適
正かつ円滑な運営に努める必要があります。

■ 目標実現に向けて
（１） 高齢者の生きがいづくり
○高齢者が生きがいを持って他者と交流できる場を確保するとともに、自らの知識や経験
を生かし、地域の社会活動に参加できるよう、老人クラブ、シルバー人材センターの事業
を推進し、高齢者が地域に貢献できる活動を支援します。
○地区社会福祉協議会が進めているふれあい事業等、地区内の高齢者の居場所づくりを支
援します。

○高齢者が生きがいをもっていつまでも元気で地域で暮らしていけるよう、高齢者の社会活動や
交流活動を支援し、介護予防の推進と介護予防・生活支援サービス事業の構築を図ります。

○すべての高齢者が住み慣れた地域でできるだけ自立し、尊厳ある生活を送ることができ
るように、地域支援体制を強化します。
○高齢者が、必要なときに必要なサービスを利用することができる環境を目指し、介護保
険サービス基盤の整備や行政支援を推進します。

高齢者の自立支援の推進 （１） 高齢者の生きがいづくり

（２） 高齢者在宅福祉対策の推進

（３） 福祉施設の充実

03高齢者の自立支援の推進3　 “子育て・健康・福祉”のまち
基本方針  
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○ボランティアセンターと連携し、ボランティア団体や個人の活動を支援するとともに、積
極的に活用を図ります。
○NPO法人等が行う生きがいサロン事業を支援します。
○那須町生涯学習推進計画に基づき、健康に関する学習会の開催や、高齢者のスポーツク
ラブの育成など、仲間づくりや学習機会への参加を促進します。

（２） 高齢者在宅福祉対策の推進
○地域包括支援センターを中心に、高齢者が安心して地域で暮らせる地域支援活動や介護
予防事業を推進するとともに、地域包括支援センターの機能強化を図ります。
○福祉タクシーや給食サービス等の実施により、高齢者の自立を支援します。
○地域の支え合いの体制づくりを推進し、高齢者が要介護状態になっても住み慣れた地域
で、自分らしい暮らしを最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生
活支援が一体的に提供される地域包括ケアの構築を図ります。

（３） 福祉施設の充実
○自宅において介護を受けることが困難な高齢者について、老人ホームや高齢者介護施設
利用を推進します。
○地域密着型サービスの基盤整備として、認知症高齢者グループホームや小規模多機能型
居宅介護事業所等の整備を推進します。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

〈高齢者の生きがいづくり〉

生きがいサロンの支援団体数
ふれあい工房等の登録者数
地域での介護予防教室の開催回数
介護予防サポーター養成講座の参加者数
認知症サポーター養成講座の参加者数

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
団体
人
回
人
人

　　　　3
　　　81
　　246
　　121
　　1,066

　　　　　　　　6
　　100
　　250
　　150
1,200

シルバー人材センター会員 （人）
　　　　　　　クラブ数
　　　　　　　会員数（人）

区　　　分 基準年次／H26年度 目標年次／H32年度
　　　　199

26
917

　　　　230
30

1,200
老人クラブ
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〈介護保険事業指標〉

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・介護予防・日常生活支援サービス事業　【継続】
・「生きがい」づくり推進事業　【継続】

主　体 取り組み内容

行　政

町　民
事業者

・介護予防サポーター養成講座を開催し、地域で活動できる人材を
育成する。
・地域包括支援センターの役割を周知するとともに、総合的な相談
に対応できる体制づくりに努める。
・介護保険サービス提供体制を確保し、利用促進に努める。
・高齢者が自ら地域の社会活動に参加するなど生きがいを持ち続
け、介護予防につなげる。
・地域で高齢者の居場所づくりを進める。
・研修会等をとおして、介護支援専門員の資質向上を図る。

区　　　分 基準年次／H26年度 目標年次／H32年度

26,347
9,327
8,690
4,488
4,202
1,246
14.3
806
229

26,200
8,280
9,900
5,070
4,830
1,500
15.2
950
290

総人口　            　　（人）
40～64歳人口     　  （人）
65歳以上人口合計  　（人）
〈内訳〉　前期高齢者（人）
　　　　　後期高齢者（人）
要支援・要介護者数   （人）
要支援・要介護認定率（％）
在宅サービス受給者数（人）
施設サービス受給者数（人）
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町における障害者手帳の所持者は年々増加し、特に加齢に伴う高齢者の障がい者が増
加しています。また、交通事故、労働災害、疾病等により障がい者となる方も増加しています。
○障害者総合支援法においては、地域生活への移行や就労支援といった課題に対応すると
ともに、障がい者等が自立した日常生活又は、社会生活を営むために必要な障害福祉
サービスや相談支援等が受けられるよう、福祉施設や事業体系の見直しを行いました。
○同法においては、障害福祉計画の作成が義務付けられ、サービスの提供体制を計画的に
整備する仕組みを導入し、障がい者等の地域生活を支援するため関係法律の整備に関す
る法律の施行による利用者負担の見直しや相談支援の充実が図られています。

■ 目標実現に向けて
（１） 相談支援体制の充実
○障がい者が地域の中で自分らしく暮らしていける社会（ノーマライゼーション）を目指し、
自らサービスを選択、利用し、地域での生活を支援するため、県及び社会福祉法人等関
係者の協力のもとに相談支援体制の充実を図ります。
○生きがいと健康づくりを推進するため、障がい者の受け入れの場を提供し、リハビリ、ス
ポーツ、趣味の活動を通じて自立支援を行います。

（２） 就労支援対策の充実
○働く意欲のある障がい者が安心して働けるよう、職業安定所等の関係機関と連携した就
労支援を推進します。
○就労移行支援事業等の推進により、障がい者の福祉施設からの一般就労への移行を進
めるとともに、福祉施設における雇用の場の拡大に努めます。

○障がい者が家族とともに暮らしたり、地域で一人暮らしができるよう、生活環境の改善や、働く意
欲のある障がい者が安心して働けるよう支援するとともに、在宅福祉サービスの充実を図ります。

障がい者の自立支援の推進 （１） 相談支援体制の充実

（２） 就労支援対策の充実

（３） 在宅福祉対策の充実

04障がい者の自立支援の推進3　 “子育て・健康・福祉”のまち
基本方針  
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（３） 在宅福祉対策の充実
○身体上のハンディキャップを補う車椅子、補聴器等の補装具や日常生活を容易にする生
活用具を給付し、生活支援を行います。
○障がい者に対する家庭での介護、家事等の援助を行うヘルパーの派遣や通所による創
作的活動、文化的活動、機能訓練等を行い、自立や生きがいを高めるための支援を行い
ます。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

〈障がい者福祉〉

自立支援協議会の開催回数
障害者優先調達法推進費用

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
回
円

　　　　2
　　　200,000

　　　　　　　　3
　　300,000

身体障害者手帳所持者　 （人）
療育手帳所持者　　　　 （人）
精神保健福祉手帳所持者 （人）

区　　　分 基準年次／H26年度 目標年次／H32年度
　　　　1,151

258
107

　　　　1,200
270
120

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・相談支援事業　【継続】
・地域生活支援事業　【継続】

主　体 取り組み内容

行　政

町　民
事業者

・相談支援体制の充実を図るため、人材育成を推進する。

・研修会等をとおして、相談支援専門員の資質向上を図る。



ROYAL  RESORT  NASU

66

■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町の疾病状況は、生活習慣病の増加に伴って、がん・心疾患・脳血管疾患の三大疾病によ
る死亡が全体の３分の２を占めています。その中でも、脳血管疾患・心疾患の死亡率は、全
国・県と比較して高くなっており、これらの疾患に至る肥満・高脂血症・高血圧・糖尿病等の
生活習慣病予防対策が重要性を増しています。

○本町においては、医療機関及び医師数がともに少なく、他市町村の医療機関に依存している
現状があります。

○子どもを安心して産み育てるための対策や、さまざまな疾病に対する早期対応、生活習慣病
にならないための一次予防対策の強化を図る必要があります。
○近年、新型インフルエンザや様々な感染症が発生しており、感染症予防について関係機関と
の緊密な連携が必要となっています。

■ 目標実現に向けて
（１） 健康づくり事業の推進
○町民が主体的に健康づくりに取り組めるよう関係機関と連携し、事業の積極的な展開に
努めます。
○一人ひとりが輝き、皆が笑顔で支えあい、安心して暮らせるまちづくりを目指し、壮年期死
亡の減少、健康寿命の延伸を図るため健康づくりの推進に努めます。

○生涯を通じた健康づくり対策と保健事業の一体的推進を図り、町民自らが健康づくりに
取り組むための支援を行います。

健康づくりの推進 （１） 健康づくり事業の推進

（２） 予防対策の推進

（３） 国民健康保険・高齢者医療対策の充実

（４） 地域医療及び広域医療の充実

05健康づくりの推進3　 “子育て・健康・福祉”のまち
基本方針  
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（２） 予防対策の推進
ア　生活習慣病予防対策
○町民一人ひとりが自分の健康について考えるきっかけとして、検診を有効に活用できるよ
うに、受診率の向上を図ります。
○健診結果をもとに、生活習慣病予防に主体的に取り組めるよう、運動・栄養面の指導を
含めた各種の保健事業を展開します。また、メタボリックシンドローム予防対策の推進、
慢性疾患（高血圧、高血糖、慢性腎臓病等）の重症化予防に努めます。
○がん検診及び精密検査の受診率の向上を図り、疾病の早期発見・早期対応に努めます。
○子どもの頃から自分の健康に関心を持ち、健康づくりに取り組めるよう支援します。
イ　母子保健の推進
○妊婦や家族を対象とした妊娠・出産に関する講義や学級等を開催し、出産に対する家族
の協力体制の強化を図り、安心して出産できる環境の確保に努めます。
○母子健康手帳の交付を受けた妊産婦に対し、疾病の早期発見と治療を促進するため、妊
婦健康診査費の助成を行います。
○訪問、各種乳幼児健診、相談を行い、新生児期から幼児期まで親子の健やかな成長・発
達支援の充実を図ります。
○親子の交流の場を設けるとともに、学校保健事業との連携を図りながら、子どもたちが健
やかに成長できる支援を行います。
ウ　感染症対策の推進
○新型インフルエンザ等さまざまな感染症の発症が想定されるため、県や医療機関との緊
密な連携のもとに継続した感染症対策に取り組みます。
○各種予防接種の有効性と制度や助成内容を周知し、予防接種の啓発活動と接種率の向
上に努めます。
エ　メンタルヘルス対策の推進
○近年、本町においてもうつ病や自殺者が増加していることから、関係機関と連携を図り、
精神保健福祉に関する「こころの健康相談」事業等の推進を図ります。
オ　歯科保健対策の充実
○虫歯や歯周病など歯科疾患は、食生活や社会生活等に支障をきたすことから、幼児期か
らの虫歯予防対策、小学生へのフッ素洗口を実施するとともに、すべての世代に対して、
8020（80歳で歯が20本）活動を推進します。
カ　放射能の健康被害に対する不安の軽減
○放射能による健康被害の不安の軽減のため、各種検査等を実施します。（甲状腺エコー検
査や尿・母乳検査費用の助成、ホールボディカウンタによる人体の内部被ばく検査等）

（３） 国民健康保険・高齢者医療対策の充実
○地域保健医療の基盤である国民健康保険制度に基づき、町民の疾病、負傷、出産、死亡
などの保険事案に対し、医療給付の実施や疾病予防のための保健事業を行います。ま
た、75歳以上の高齢者には、後期高齢者医療制度に基づく医療費の給付や疾病予防事
業を行います。
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（４） 地域医療及び広域医療の充実
○町内医療機関との連携・協力により地域医療の充実に努めます。
○休日及び夜間の急患に対応するため、在宅当番医制度、病院群輪番制及び那須地区夜間
急患診療所を利用し、休日及び夜間の医療体制の充実を図ります。また、無医地区への
巡回診療を推進するとともに、広域医療に関し関係市町及び医療機関と緊密な連携・充
実を図ります。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

健康寿命（男）　※
健康寿命（女）　※
　　　　※指標の出典（県保健福祉部）
特定健康診査   受診率
胃がん検診   受診率
子宮がん検診   受診率
肺がん検診   受診率
乳がん検診   受診率
大腸がん検診   受診率
胃がん検診精密検査受診率
子宮がん検診精密検査受診率
肺がん検診精密検査受診率
乳がん検診精密検査受診率
大腸がん検診精密検査受診率
３歳児健診むし歯の罹患率
予防接種（ＭＲ）接種率

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
歳
歳

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

　　　　76.89
82.44

37.8
25.0
13.8
33.0
20.0
33.0
70.5
38.9
63.0
79.9
51.9
38.0
91.6

　　　　　　　　増加
増加

60.0
40.0
40.0
40.0
40.0
40.0
80.0
80.0
80.0
80.0
80.0
25.0
95.0

主　体 取り組み内容

行　政

町　民
事業者

・すべての町民が、自分の健康づくりに生かせるよう、健診の機
会を作り、健康管理を図れるような環境づくりを推進する。
・自分の健康状態を知り健康管理に生かすために、積極的に健康診査を
受診し、その結果をもとに健康管理に取り組む。

※胃がん検診精密検査受診率から大腸がん検診精密検査受診率の基準値はH25実績です。




